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第４号様式（第１０条関係） 

会   議   録 （要 旨） 

会 議 名 第８回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会 

開 催 日 時 平成２４年１月３０日（月）午後６時３０分 ～８時３０分 

開 催 場 所 緑が丘ふれあいセンター 

出 席 者 及 び 

欠 席 者 

出席者：森林育代、栗原誠、足立幸夫、榎本茂子、小川榮子、関根明美、

東宮玲子、高橋眞澄、渡辺真紀子 

欠席者：重野吉幸 

（事務局）地域振興課主査、地域振興課主事 

報 告 事 項 第７回武蔵村山市男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

議 題 

議題１  男女共同参画センター「ゆーあい」に対しての提言書（案）に

ついて 

議題２ 第１２回ＹＯＵ・Ｉフォーラムについて 

議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２６号について 

議題４ その他 

 結 論 
（決定した方針、残さ

れた問題点、保留事項

等を記載する。） 

議題１  男女共同参画センター「ゆーあい」に対しての提言書（案）に

ついて 

     本日出された意見を基に修正した提言書（案）を委員長と副委

員長が確認し、後日、緑が丘ふれあいセンターに提出する。 

 

議題２ 第１２回ＹＯＵ・Ｉフォーラムについて 

     進行要領（案）を確認し、第１２回ＹＯＵ・Ｉフォーラムの当

日の役割については、講師送迎係に森林委員長、進行係に足立委

員、花束贈呈係に渡辺委員、受付係に榎本委員、重野委員、関根

委員、高橋委員、東宮委員、会場整理・マイク係に栗原副委員

長、小川委員と決定した。 

 

議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２６号について 

    （原稿締切日、発行日） 

２月２９日を原稿締切日とし、３月１５日に情報誌「ＹＯＵ・

Ｉ」第２６号を発行する。 

    （内容、構成） 

     １頁目から４頁目までを特集とし、５頁目に男女共同参画セン

ター「ゆーあい」を紹介、６頁目、７頁目を第１２回ＹＯＵ・Ｉ

フォーラムの報告、８頁目に各委員の２年間の活動を振り返った

内容を掲載する。 

 

議題４ その他 

     第１０回会議は平成２４年３月１２日（月）午後６時３０分か

ら緑が丘ふれあいセンターで開催する。 

審 議 経 過 
（主な意見等を原則と

して発言順に記載し、

同一内容は一つにまと

める。） 

 

（発信者） 

○印：委 員 

●印：事務局 

報告事項１ 第７回男女共同参画推進市民委員会の会議結果について 

事務局から報告し、会議録については事前に確認してもらった結果、

修正等はなかったので、ホームページ等で公開している。 

 

議題１  男女共同参画センター「ゆーあい」に対しての提言書（案）に

ついて 
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 ○男女共同参画センター「ゆーあい」に対しての提言書（案）について意

見はあるか。 

○最初の文章に「男女共同参画センター「ゆーあい」（以下「「ゆーあ

い」」という。）」とあるが、読みづらいので削除した方がよい。 

○文字だけではなく、イラスト等を入れてふれあいセンターの職員が見や

すく、分かるような提言書にした方がよい。 

○講座の充実の内容の中に「ふれあいセンターの利用者を対象にした講座

を開催しているように見受けられます。」と記載してあるが、それが悪い

のではなく、それだけしかやっていないのが問題なので、そのような文章

に修正した方がよい。 

○提言書の内容の大半が抽象的なので、何を伝えたいのか分かりづらい。

具体的な事例等を挙げて提言した方がよい。 

○参考例で記載するのはよいと思うが、具体的な事例を挙げてしまうと、

ふれあいセンターに対して押しつけている感じがする。 

○ふれあいセンターとの意見交換の中では、予算や時間等がないため各事

業が実施できない意見が多かったので、それに対して提言した方がよい。 

○男女共同参画センター「ゆーあい」の年間目標を設定するよう提言して

いるが、何のために年間目標を設定するのかわからないので、男女共同参

画社会を実現するために目標を設定するよう記載し、また、年間目標の参

考例も記載した方がよい。 

○男女共同参画推進市民委員会の意見を「ゆーあい」の事業運営に反映さ

せるために、ふれあいセンター職員が男女共同参画推進市民委員会の委員

になることも記載した方がよい。 

○この提言書によって「ゆーあい」の事業が少しでも向上するきっかけに

なるよう期待したい。 

●今回の会議で出された意見を基に提言書を修正し、委員長と副委員長に

提言書の最終確認をしていただきたいが、いかがか。 

-異議なし- 

○提言書はいつふれあいセンターに提出するのか。 

●２月上旬に提出し、２月下旬に提言書に対しての回答をいただく予定で

ある。また、３月に開催する第１０回男女共同参画推進市民委員会におい

て、ふれあいセンターからの提言書の回答について検討していただきた

い。 

 

議題２ 第１２回ＹＯＵ・Ｉフォーラムについて 

●当日の進行について、事務局から説明。 

●当日の役割分担を決めてもらいたい。 

 

-調整- 

 

○講師送迎係は森林委員長、進行係は足立委員、花束贈呈係は渡辺委員、

受付係は、榎本委員、重野委員、関根委員、高橋委員、東宮委員、会場整

理・マイク係は栗原副委員長、小川委員と決定する。 

 

議題３ 情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２６号について 

（原稿締切日、発行日） 

●情報誌「ＹＯＵ・Ｉ」第２６号に２月２５日に開催する第１２回ＹＯ

Ｕ・Ｉフォーラムの報告を掲載したいと考えているので、発行日を３月１

５日にしていただき、各委員の原稿については２月２９日を締切りとした

い。 
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-異議なし- 

 

（内容・構成） 

●今回、事務局（案）として、特集に市内の女性起業家、女性経営者を１

頁目から４頁目まで取り上げたいと考えている。５頁目は男女共同参画セ

ンター「ゆーあい」を紹介し、６頁目、７頁目は第１２回ＹＯＵ・Ｉフォ

ーラムの報告をし、８頁目は各委員の任期が３月で終わりということなの

で、各委員の委員としての活動を振り返っていただき、読者に伝えたいこ

とを各自１００字程度で原稿を作成してもらいたい。 

○なぜ特集に市内の女性起業家、経営者を選んだのか。前号との流れが全

くつながらないがいいのか。また、本委員会の年間テーマである「共に生

きる」に関連していないのではないか。 

○市内の企業を取材するのはよいが、女性にこだわらず男性も取材した方

がよい。 

○特集のテーマを「地域と「共に生きる」市内の企業」のような、「共に

生きる」に関連させた方がよいのではないか。 

●女性に限らず、男性も取材し、「共に生きる」に関連した特集にする。 

○何社ぐらい取材するのか。また取材する日はいつなのか。 

●３社から５社くらいを予定しているが、頁数に限りがあるので、多くは

取材できない。また、取材をする日については２月の第１週に企業を選定

し、第２週に企業に連絡を取る予定なので、第３週に取材をしたいと考え

ている。 

○取材する企業は誰が選ぶのか。 

●委員長と副委員長に選んでいただきたい。 

○取材する内容と取材に行く委員をこの会議で決めるのか。 

●取材する日程が決まり次第、事務局で調整し、各委員に連絡したいと考

えている。取材する内容についても事務局で調整する。 

 

議題４ その他 

（次回会議開催日） 

○第９回会議は２月２５日（土）午後２時から市民会館（さくらホール）

小ホールで第１２回ＹＯＵ・Ｉフォーラムを開催する。 

○第１０回会議は３月１２日（月）午後６時３０分から緑が丘ふれあいセ

ンターで開催する。 
 

会議の公開・ 

非 公 開 の 別 

☑公  開                傍聴者：    ０ 人 

□一部公開 

□非 公 開 

 ※一部公開又は非公開とした理由 

 

 

会議録の開示・ 

非 開 示 の 別 

☑開  示 

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                   ） 

庶 務 担 当 課     市民生活部  地域振興課 （内線： ２２２  ） 

（日本工業規格Ａ列４番） 

 


